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よっ て 旧 市 街 と 新 市 


城壁 に 
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エル サレ ム は 
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る . ユダ ヤ 教 を 信 ず 
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| 
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ー 部 で ある 「 甚 嘆 の 石垣 
に 集 っ て 昔 を し の び , 涙 を 


の 西側 の 石垣 の 
端的 に あら われ て い 
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寒 和 か つの 肌 生 く SGSYG リ コジ ポ 放っ る 
展 計 っ? つる くつ で し 人 SA 所 
さて NX へ 栄和 みみ 生 8 和寒 
べら 赤 岡部 租 鹿 ね 和 つう へ 叶っ 
玉 の くさ SK ホ ト Jxo 理 応 り ag 
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ユダ ヤ 人 た ち は , シオ ン 山 
の 上 に ある キリ スト 教 関係 
の 聖 哨 に は , ほとん ど な ん 
の 関心 も 示さ な い . ユダ ヤ 
教徒 は イエ ス ・ キ リス ト は 
ーー 人 の 予言 者 に すぎ な いと 
考え て いる か ら で あ る . 旧 
約 聖 書 に いう 来る べき キリ 
スト (救世主) は , ユダ ヤ 教 
を 信じ る 人 た ち に と っ て は 
イエ ス で は な い . ユダ ヤ 人 
が 関心 の ある の は , 同じ 回 
教 寺院 の 北東 隅 に ある , ダ 
ピ デ 王 の 曹 ⑦ で ある . この 
圭 院 は , 現在 で は , 回 教徒 
の 所 有 に ぞ く し て いる の で 
ユダ ヤ 教 徒 に も , キリ スト 
教徒 に も あ , ふつ う は 角 放 さ 
れ で てい ない . 入口 に は , 鉄 
条 網 まで 張ら れ て いて , 特 


列 の 者 し か 入れ な いと いう . 
《④ は ダビ デ の 墓 へ 至る 廊下 . 


ン オ ン 山 は キリ スト 教徒 に 
と っ て 無縁 で は な い . 丘 
の 上 に ある ドー ミン ショ ン 教 
会 ① は 聖母 マリ ア が 永 遠 の 
眠り に つい た 場所 と いわ れ 
る 伝説 持っ て いる . アラ 
プ と の 紛争 の さか ん な 頃 に 
は , この あたり は その 戦闘 
の 最前 線 で あっ た . 教会 の 
内 部 に は , 聖母 マリ ア 
の 眠れ る 像 が 置か れ , ここ 
を 訪れ る カト リッ ク 教 徒 を 
よろ こ ば せ る . この 教会 の 
すぐ 南 に 小さ な 回 教 寺院 ⑤ 
が あり , そこ に は , キリ ス 
ト の 「 最 後 の 上 狼 」 や ペン 
テコ ステ ( 五 旬 節 ) に お ける 
聖霊 隆 誕 の 場所 と 信じ られ 
て いる 部 屋 ⑥ が ある . この 
部 屋 は , エル サレ ム の 初代 
の キリ スト 教徒 た ち が , 集 
会 し た 場所 で も ある と いう . 
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堪 約 89 JDAQ 穫 さま お さす だ 寺 
ふ KG 寺野 り る 語 上 公 感 ン * 症 り G 
屋 ′ 玩 下 * 貴 KG 戦 人 や SD 8GP^ 
ュ K ィ 所 G 呈 紅 さ 0 玉 ビ っ う )Q5 0Q り 2 
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JH ミ ま ささ 所 人 SD?” 回 府下 w 
所 論 想 G 授 圭 だ 政 福 ン ^ KSK よ NG 
誤 二 SG106@ 懇 図 立つ り っ ye? 
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旧 市 街 に は キリ スト の 聖 貴 
が 少な く な い . 吾 填 墓 教会 
① は , その な か に 大 小 い く 
つ ゃ の 御堂 を 持ち, その 一 
つの 芝 培 ② に は キリ スト の 
曹 と 称す る も の が ある . ま 
た エル サレ ム の 東 , 西 , 南 
の 三面 は 天然 の 要害 で ある 
谷 に 囲ま れ て いる が , 東側 
の 谷 で ある ケ デ ロン の 谷 を 
距 て て , オリ ヴ 山 ④ が ある . 
ゲッ セ マ ネ の 園 は , この 山 
の 西 斜 耐 に あり , キリ スト 
が 祈っ た と いう 岩の上 に ゲ 
ッ セ マネ 教会 6⑦ が ある . こ 
の 教会 の そば に キリ スト の 
時 代 か ら の も の と 伝え られ 
る オリ ー ヴ の 老 樹 ⑥ が ある . 
谷 へ 下る 道 に , ダビ デ 王 の 
第 3 子 ア プ ブサ ロム の 曹 ⑦ と 
伝え られ る も の が あり , キ 
リス ト の 時 代 に ゃ そびえ 去 
っ て いた と いう . ③ は 市 街 
で よく み ら れ る 風景 で , 店 
先 に つる され た 脂 尾 羊 の 肉 . 


旧 市 街 を 望む 


旧 エ ル サ レ ム は , 現在 の と 
ころ ユダ ヤ 人 が 自由 に 去 入 
る こと が で き な い . アラ ブ 
と の 間 が 小康 を 保っ て いる 
に すぎ な いか ら で あ る . 境 
界 線 は エル サレ ム の 城壁 に 
そっ て の び , そこ に は 鉄条 
網 が 張ら れ ④ 武 装 し た 兵士 
が 見 張り に 立っ て いる . モ 
こ で , ユダ ヤ 人 は 高い と こ 
ろか ら 古 都 を 見 下 し て , 
ず か に 自ら を な ぐさ め て い 
る に すぎ な い . ① は シオ ン 
山 よ り の ぞ ん だ 旧 市 街 . 同 
じ く 南方 を の ぞ む ② 荒 涼 た 
る 野 は , 「 ユ ダ の 荒野 」 を 入 
千 さ せる . ③ は 域 壁 ふ きん 
の 国境 , 右手 が ダビ デ の 培 . 


旦 つ っ 立 菜 賠 
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建設 され た 新しい エル 

, 古都 と は 対照 的 

⑤. 

に ある . 独立 前 , 世界 中 
の ユダ ヤ 人 に と っ て 自ら の 
② は YACA の 才 で 
高い 塔 は , エレ ベー タ 婦 

旧 市 街 を 眺め る 

\ つ ゃ も 賑 あっ て いる . 
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な 近代 的 な 明る さま を 持つ 人 
口 約 15 万 の 都会 で ある ① 

イス ラ ェ エル 共 和 国 の 首府 と 
し て 議会 ③ を は じ め 政 府 の 
主 な 機関 や 外国 の 公館 は 

政府 に も 等 し か っ た ユダ ヤ 
代 務 機 関 の 本 部 ④ つ も ここ [ 
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この 

ー で の ぼり 
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死海 は 塩分 を 259%% も 含ん で 
いて , 生物 の 棲息 を ゆる さ 
な い が , 最近 で は , ここ と 
地中海 を 結び , その 水位 差 
を 利用 し て , 発電 を し よう 
と いう 計画 が 進 あ られ て い 
る . 死海 の 周辺 は , ④ の よ 
うに 岩 の 多 い 丘 が 起伏 し て 
いて , この 国 の 中 部 の 浜野 
⑤⑥ と くら べ る と , 狭い 国土 
の な か で や , 地域 に よっ て 
その 地 娠 に 大 き な ち が い が 


ある こと が よく うか が える . 
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国境 を 流れ る ヨル ダン 川 の 
源流 ① は , 北方 の ヘル モン 
山麓 その 他 3 ヵ所 に 求め ら 
れる . これ ら の 水 が 合 し て 
樹 木 の 多 い 山間 を 下っ て フ 
ウレ 湖 に 入る 辺り ② は , 海 
抜 69m で , さら に 下っ て が ガ 
リラ ヤ 湖 (海面 以下 212 訓 ) 
③ に 注ぐ . この 湖 は 釧 ヶ 浦 
より や や 小さ い 美 し い 湖 で 
ヨル ダン 川 は , この 南西 敵 
より 流出 し , や が て , 海面 


下 392 mn の 死海 に 流れ こむ . 
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ーー 


( 


マグ ダラ , ベタ 
リス ト の 伝道 
ッ パ , カイ ザ リ ヤ 


い 


ずれ ゃ キ 


か い 土 地 . ヨ 


い 


ッ サ イダ , 


い 


オリ ヴ 山 , タタ ボル 山 一 それ ぞ れ , キリ ス 
昇天 の 地 , 変貌 の 山 . チ ベリ ヤ , 


レム ーー 


さ 


キュ ペー 窒 G 一 弄 


て KNHS て HK・ 和 キュ ホ K エ 6 湯 貼 
@ 層 人 6 や 因 畑 曲り 4Sxe? 振 記 加 和 
ぐ 里 所 向 詞 0 玉 りう x6 押 巡 MG 
ざく ざ 穫 m さ へ 三 ざ 購 G 親 苔 ーー ャ 諸 
PS で 8 RNN キネ ホヤ ホキ 7 生生 キ G 
川 弄 や お りや 3Sy09 を KG 
窟 由 G 四 SN キマ や 7 =N キ 杜 
普及 必 振 紀 天 塚 信和 る 6 型 休 思 っ 
キュ ゃ ふ K と 6G 半 お 8 ん さく 3 中 日 さ 
まく すぐ 粗 rh^ 直 舞 や 暫 や 士 還 ペ ー 


テー ミ さ G 由 G 寺 約 7 欠 埋 GSKhH 
EKSKSSE こ が の 合い 795 ル 0 計 *1 コ EN ろ 
思 nAKKA ゃ KK 閉 湯 公表 い 換 鶴 ぐ 
ゴ J 義 濯 部 4W@⑨ 公 5SyQ? 半 区 り 忠 や 折っ 
剖 44G10 も 4S^ が お 慰 罰 G 医 所 ぐ 芽 
J 抽 ひ っ:0 誰 〇 つっ 豆 夫 や 人 SG SG 
展 色 G10 反 キュ K て 沿 半 GS 険 応 選 w 
QSk0? キキ Ss K と 生 WG 昨 十 寺 玉 8: 
肝 握 G 並 写 入 か 2) つめ ト 人 外さ G り 科 キャ 
ュ K て 6 由 購 り 牙 同 か @ 丈 思 ン ” 
G 刀 ” 器 夫 @ 居 さ つ PGSKH さだ 7 
抑 巡 つ で 穫 折 っ 純 称 閣 つ りう )G9 
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ナザレ の 町 の 背面 の 山頂 に 
の ぼる と , 四方 に 眺 望 が 開 
ける . 南方 に は , 豊浜 な エ 
ス ド ラ エロ ン の 平野 , その 
彼方 に は , サマ リヤ の 山々 , 
東方 に は , ギレ アデ の 山々 , 
北方 に は 雪 を 頂い た ヘル モ 
ン の 秀 羽 な 姿 や その 下方 に 
ガリ ラ ヤ の 山々 が 望ま れる . 
西方 に は 青い ハイ ファ の 湾 
や カル メル 山 , その 彼方 に 
地中海 を 望む こと が で きる . 
町 の 東方 8km に , 半球 の よ 
うな 優美 な 外観 に よっ て 著 
名 な タ ボ ル 山 (588m) が 見 
られ る . キリ スト の 変貌 の 
山 と も いれ て , 山頂 に は 
これ を 記念 し て 建て た 教会 
堂 ③ が ある . 廃 坦 は 3, 4 世 
紀 の 頃 に 建て られ , 13 世 紀 
ご ろ 破 壊さ れ た 会 堂 の 寺 で 
現在 の 会 堂 は 近年 に 建て ら 
れ た も の で ある . キリ スト 
が 水 を プ ブドウ 酒 に 変え た と 
いう 最初 の 奇 踏 を 行っ た 場 
所 と 伝え られ る カナ は , ナ 
ザ レ の 東北 に ある が , 現在 
の 町 の 位置 と は 違っ て いる . 
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ナザレ の 町 ⑤ は , エル サレ 
ム の 北方 約 100km, ガリ ラ 
ヤ 高 地 の 南 部 に な り , エス 
ドラ エロ ン 平 原 の 北側 の 丘 
の 中 腹 (海抜 450m) に ある . 
緑 に つつ まれ た 静か な 町 で 
野花 の 咲く 2 月 3 月 の 頃 は 
特に 美しい . この 町 に は キ 
リス ト の 生涯 に 関連 の ある 
遺跡 が 多い が , その 大 部 分 
は , 後代 に 作ら れ た も の で 
ある . 町 の 南部 に ある 党 胎 
告知 教 合 ①② は , ガブ リエ 
ル 教 会 と も いわ れ , マリ ア 
が 天使 ガ プ リエ ル よ り 牧 千 
げ を 受け た と ころ と 伝え ら 
れ , 12 世紀 に 十字 軍 の 建て 
た 教会 堂 の 基礎 の 上 に ある . 
その 一 部 に 聖 ヨ セ フ 会 堂 ⑥ 
が ある . 町 の 北端 に 「 マ リ 
ア の 苦 戸 」 と いう 水 肖 所 ④ 
が ある が , その 水源 は 湖 胎 
告知 教 合 の 裏手 に ある 泉 で 
ある . 昔 か ら ナ ザ レ 唯一 の 
泉 で ある か ら , マリ ア ゃ こ 
こ で 水 を 流 ん だ で あろ うし 
キリ スト も また この 水 を 飲 
ん で 生長 し た に ちがい な い . 


ガリ ラ ヤ 地方 は , キリ スト 

教 ば か り で な く , ユダ ヤ 教 

に ゃ 関係 の 深い 遺跡 が 多い . 

ヘロデ 王 の 第 二子 ヘロデ ・ 

アン ティ パス が 建て た チ ベ 

リヤ の 町 は , 紀元 70 年 に エ 

ル サ レ ム が 減 亡 し て か ら は 

ユダ ヤ 教 の 中 心 だ っ た と こ 

ろだ . ガリ ラ ヤ 高地 の サフ 

ェ ド ① も ユダ ヤ 人 に と っ て 

四 つ の 聖なる 町 の 一 つ で あ 

っ た . 山上 の 垂 訓 の 山 と 伝 

えら れる 祝福 の 山 ③ は カ ペ 

ナウ ム に 近い . この 附近 で 

キリ スト は 五 つ の パン と 二 

つの 魚 で 5,000 人 を 食べ さ 

せ た と いう . 湖畔 の タプ ガ 

に 近い 教会 堂 の 遺跡 か ら は 

所 計 1 その 礎 味 を 記念 し た パン と 
20 魚の モザ イク の 床 ③ が 発見 
9 ア SE され て いる . ⑥ は 第 一 の 礎 
味 を 行っ た カナ . は チ ベ 

リヤ に ある ラビ ・ メ イル の 

章 と その 記念 の 会 堂 . ④ は 

サフ ェ ド の 古い 会 堂 の 飾り . 


ーー 


イス ラ エ ル に は , 比較 的 新 
し い ロ ー マ 時 代 ( 紀 元 前 100 
年 へ 330 年 )) ビザ ンチ ン 時 
代 (330 年 て 630 年 )) ア ラプ 
初期 (630 年 て 1100 年 ), 十 
字 軍 時 代 (1100 年 て 1200 年 ) 
の 遺跡 $ 少 く な い . 紀元 前 


25 年 に ヘロデ 王 が 建て た カ 
イザ リヤ に は , ロー マ 時 代 
の 建造 物 の 遺物 が あり , 築 
港 の 痕跡 ⑦, 神殿 の 跡 ⑥, 
像 ② な ど が ある . ネ ゲ ブ 地 
方 に ある スベ イタ は , ビザ 
ンチ ン 時 代 に 栄え た が いま 
は 廃 璃 と な り ①, その な か 
に は 教会 の 遺跡 も ある. 十 
字 軍 の 砦 は , カイ ザ リ ヤ , 
アン ケロ ン ⑧, アッ コ ぐ ⑤, 
ナザレ の 北方 6km の チッ ポ ボ 


チッ ポリ に ある 十字 軍 時 代 
の 教会 堂 の 寺 . アッ コ の 近 
くに は ロー マ 時 代 の 水道 橋 
⑩ ゃ 見 られ , いずれ も この 
国 の 成立 ちの 古 さ を 物語 っ 
て いる . ⑨ は ナザレ の 西方 
ベ テ ・ シ ェ ア リ ム に ある 2 
世紀 頃 の ユダ ヤ 人 の 会 堂 . 


イス ラ エ ル に お いて は , 紀 
元 前 10 万 年 頃 と 推定 され る 

「 ガ リラ ヤ 人 」 の 頭蓋 呈 や 
紀元 前 12,000 年頃 の 「 カ ル 
メル 人 」 の 骨 税 が 発見 され 
る な ど , 人 間 が 住ん で いた 
歴史 は 古い . 11,12 世 紀 ご ろ 
の 十字 軍 の 遺跡 な ど は 比較 
的 新しい も ゃ も の と され る . キ 
リス ト の 時 代 さ え , 考古 学 
者 が 発掘 し 研究 し て いる 時 
代 に くら べ れ ば , ずっ と 新 
し い 時 代 だ . まる で 掘り 出 
され た 町 か の よう に 見 える 

古い 町 ベ ェ ルン シバ ④ に は 苦 
の まま に 人 が 住み , 附近 か 
ら は , 古い 時 代 の ゃ も の が よ 
く 発掘 され る . ⑤ は この 近 
く の ビ ル ・ ア プ ・ マ タル 〇 ① 
か ら 出 た お よそ 6, 000 年 前 
の 骨 骨 .。 ペリ カン らし い 鳥 
の 像 ③, 媛 妨 或 は 香炉 らし 

い ゃ の ⑥ な ども ゃ 発見 され る . 
アシ ケロ ン ② は ベ ェ ルン シバ 
に お と ら ず 古い 町 で , 紀元 
前 11 世 紀 頃 は イス ラ エ ル の 
敵 さ リン テ 人 の 町 で あっ た -. 
パレ スチ ナ と いう 名 は ペリ 

ン テ の 転化 し た も の と いう . 


師 始 く @ 曰 ろ 


翌 正 興起 2GA rhAG 臣 RS ふ NG 
挟 HK2NHpEAG 旋 丸 村 う や 表 筑 届 
G 層 窓 補い うり 6 本 や 著 G 山 己 く 紅 り 
XQG 思 っ 据 弄り で 85 で KNHS 観 較 
SKK 如 下 験 G1 で 判 医 G 下 弄 公 
忠 ひ リン )9 介 る る 88 つろ 気 キ で 眉 店 記 
っ 人 挟 史 つ り ^ 6 据 臣 品 陣 諾 ” 掲 所 りつ 
SQ 全う いり JP4S で 89 や りや ^ 記 
J 章 岡 G 慰 十 時 ペ 定 人 くる ヾ ぐ )G 剛 ぐ ベ ャ J 
ひだ の SG て りう や 交 絡 く ぐ 定 っ 水 
装 囲 り いふ 0 ぐ 選 計 園 喧 り 昧 橋 り 親 章 
SQJ 代 8GP4SyQ? 交 細 く ぐ 難 器 
技 圏 尽 半 SQ ぐさ ホキ HG 了 ゴ 型 7 
NG 忠 話 公 舞 々 ざ 計 0 り 38” 桂 
球 回 乃 だ ^ 抽 囲 G 田 財 ペ 区 J11 揚 ペ 二 
将 人 KK 区 ざさ うい "SG 衣 ” 11 由 や 
KG 至 つ っ 所 全 据 陣 り 趣 衣 0 玉 8” の 
GS だ JJ/ 黄 悪 財 直り 36 工 
G 政 療 公 司 陳 2% 京 / ト 中 條 注 岡 へ 囲 据 
G 拒 さり ひか 叶 公 で 松 呈 和 いび ンド 
后 つ り っ xQ? 終着 ぐ GR ボコ ズ ャ で 了 ボ ユ 
へ 「 倒 卿 な 舞 ら りく NG 把 G 長 と ン 名 か 
明る く 」 の うい て まそ 6 論 和 公 密 拓 つい 
CS G 滑 の の うい" 


中 っ 挫 堪 間 ざり へ ヤ 。- 必 号 品 京 用 と 媒 紅 刀 Qni 5 な 
品 章 じ 肖 了 7 選 於 つじ 衣 培 せ 良 前 G 主 康 や ( 衣 ポ ロス 
直 私 拭 ささ 拉 さ へん っ 3) . 囲 多 や . SS く セ 搬 で 基 り 8 

iQ 信 % と Gi 祝 る . ざ OM 守 団 =W0 ロ と G 戦 選 斗 つ 公 
Ed -SG く へ Nm 人 N せ りか 上 刀 る っ うっ り VQ へ A 家 多 G 粗 
ポ ON へ AG ホレ ルー ご 議 栄 つつ で や ーー% の GSOMS8 ふ 

っ ふさ て 錠 配 G 過 や ざお つ 夫 MW や 前 さ ン ロミ 
@ 置 Q ロロ . こ 里 葛 G 垣 人 . 赤 沢 吐 昌 G 玉 邊 光り うっ 聞 名 ミ 
ぐる ロロ て 民 ま っ 避 中 還 虹 刀 民 《 つ 衛 倫 っ 衣 革 名 圏 日 
( 説 時 っ 較 呈 Go 財 掴 医 良 つ MM 挟 要り 天上 人 角 じ 議 可 器 ド 
人 燥 . 周 十 環 党 @ 記 訳 を 香 去る 了 凡 器 回 押 じ 人 こ 

公 GQMG さ と ジリ P GG ポ 上 民 せる 叶 掴 G 引 っ る ご 
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道路 ① の 建設 と と も に , 沙漠 へ 水 
を 送る 水管 の 敷設 が 併行 し て 進め 
られ る ④⑤. この パイ プ は , 多く 
セメント 管 が 使 放 れ , 太い も の は 
1.6m ゃ も ある ③, ネ ゲ プ へ の 送水 は 
この パイプ 2 本 で 行 れ , 水 の 源 
は ヤー コン 川 に 多く 求め られ て い 
る . また と ころ に よっ て は 井 戸 ③ 
ゃ 使わ れる . ネ ゲ プ に は 古い 時 代 
に は 多く の 人 が 住み つい て いた と 
いれ , 水 さ え 得 ら れれ ば 沙漠 を 
緑地 に する こと ゃ 不可 能 で は な い . 
まず 家 が 建て られ ②, 石 が と り の 
ぞ か れ (⑥, 開 豚 され る と , や が て 
トラ クタ ー が 耕す 日 の ⑦ も 遠く な い . 


| 


開拓 に 協力 する 軍隊 


イス ラ エ ル で は , 男女 と も 
満 18 歳 に な る と 兵役 に 服 さ 
な けれ ば な ら な い . その 期 
間 は 男子 は 3 ヵ年 間 , 女子 
は 2 ヵ年 間 で ある が , その 
全 期間 を 兵舎 で すご すけ 
で は な い . 1 ヵ年 の 基礎 訓 
練 が すむ と , 全国 の 開拓 地 
へ 送ら れ ②, 沙漠 へ の 闘い 
に 協力 する . これ ら の 兵士 
た ち は , 国境 の 紛争 に 気 を 
配り な が ら ゃ 類 具 を 握り ⑦, 
不毛 の 荒野 を 緑野 に 変え て 
いく 戦士 な の で ある ⑤⑥. 
ちろ ん , この 間 ゃ 訓練 は 
つづ けら れ ④, 国境 の 村 で 
は 見 張 所 ① の 勤務 に も つか 
な く て は な ら な ぬ . 別に 堅 
急 の 戦火 に そなえ 正規 軍 が 
ある . 国家 予算 の うち 8.8% 
が 防衛 費 に さか れ て いる が 
開発 費 は その ほぼ 倍 に 上 る . 
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<KNH SG 季 世 


ゞ KihHSS 珍 室 GS 加 シン だ ^ 邊 路 召 を ト 
( 明 ⑪G 掘 )JK 静 章 来 界 ぐ 所 り 
1 下士 や >24Sx09 りり や 8 1 で 0G 敵 宏 
や 所 斉 手 SG 選択 人 る 天 人 で 間 の 所 
べ ぐ 応 叶 / 川 月 10G 憶 珈 め 立 療 民 
つ 銀 押 刀 JyQ? 所 電導 匠 党 震 や 約 yo? 
且 ぐ 付 革 せ 父 先 7 龍二 1 括 く 必 隊 せく 
つう 対 引 さ り 「 付 寺下 」J く や” 反 渦 
巨 妨 装 中 結党 丸 也 や で)? 指 細 ホ ュ ー ト 
EMIEEISSESSTSM 半 に 
所 だ 熊 地 邊 ^ 上 風 直 倒 笠 ぐ や うり ^ 己 抑 


る . ① は 撤 水 装置 . 農 
より 著しく 軽減 され た . 
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も か か 滑ら ず , コン バイ ン ②) 
これ [ 


えら れ て い 


よっ て 支 
民 の 労力 は 


トラ クタ ー④ な どの 機械 カ と 進ん だ 施設 ( 


イス ラ エ ル の 共 業 は , 石ころ の 多い 山地 と 


狭い 耕地 


託 SSex 
Si 
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起 * 癌 ” 図 栓 堪 だ うっ へい へ w や つの シン 違 
忘 昔 立 唐 球 応 釣 介 ひ う XQ ざり XQ0 
3Sy05 )G キ トト 色紙 | 球 表 鹿 堪 迫り 斉 
拘 つり ね つぐ GP^ BA キ 押 但 G 測 屯 也 モ 
で 全 / 占 蘭 釣 税 人 る 9 沙 全 釣 更 丸 療 る で お 
T 気 征夫 取 G 男 加 玉 杉 る 人 8 ひど 8G や 9 
里 11S 問 衣 ぐ だ だ 球 選 時 だ や ^ 邑 慰 地 
民 年 丸 慰 GS り G 世 " 舞 征 だ 計 拉 や つ 
3 嘩 冬 吸 箇 押 せ 選 所 ” 正 凌 下 症 隅 や も 
SG” *NA へ 球 尼 時 m だ で 時 本 所 沈 
@ 門 ′ 相 つ っ 癒 選 G 1 並 品 定 天 球 人 
NO て 対 / 抑 如 人 で 大 揚 呈 だ 戦 立 和 
狐 人 ト NN べ て G 把 付 李 | ド 捉 SQ? 


あず 
③ は その 集 


, 政府 お よび ユダ ヤ 代 務 機 
形態 で ある キ プ ツ の 一 例 で ある . 


ーー 


れ ら の 吉 業 の 近代 化 は , 工 民 の 集団 化 , 
よる , 経済 的 な 援助 や 技術 指導 カ 


か っ て 大 き な 力 と な っ て いる . 


組織 化 と と ゃ [ 
団 診 場 の ー 


関 ( 


ーー ーー Mc 


イス ラ ェ エル の 農 業 


主要 農作物 生産 高 


1950 生 1953 年 昔ながら の 山羊 と 羊 の 放牧 


《⑥ は , いま も ガリ ラ ヤ 地方 
に 主として 見 られ , さか ん 
に 行わ あれ て いる . オレ ンジ 
や 聖書 に よく で て くる オリ 
ー ヴ , 亜麻 な ど が , 現在 
で も さか ん で ある . 特に オ 
レン ジ は ヨー ロッ パ に お け 
る カリ フォ ル ニ ヤ た らん と 
し て いる ほど で この 国 の 主 
な 輸出 品 の 一 つ に 数 えら れ 
て いる . 果樹 な どの 優秀 な 
苗 は , 国営 の 苗 彫 ② で 育て 
られ て , 各 料 場 へ 送ら れる . 
新しく 興 っ た も の と し て は 
タバ パコ ① ゃ 近年 さか ん に な 
っ て きた . これ ら 農 業 に 必 
要 な 化学 肥料 は , 加里 , 燃 
酸 , 石灰 な どす べ て 国内 で 
自給 自足 され て いる ②. ③④ 
⑤⑥ は , それ ぞ れ , ロン ドン , 
チェ コス ロバ キヤ か ら 帰 っ 
て きた 婦人 で , 帰国 者 の う 
ち , 埋 村 に は いる 人 た ち は 
30% ち か くに ゃ 上 っ て いる . 


キ プ ブツ に お ける 農民 た ちの 


生活 は , 明る く 健 康 的 だ ①. 


集団 の 組織 と その カカ と に よ 
り 多 角 的 な 農業 経営 が いと 
な まれ , 牧 ① も 家 高 の 飼 
育 ⑥⑤ も , も っ と も ゃ 進ん だ 管 


理 の も と に 行なわ れ て いる . 


キ プ ツ の 人 々 は , いつ ゃ 集 
っ て 食事 を 共に し ②, その 
時 間 を 楽し む . 多く の 人 々 
の な か に は , この よう な キ 
ブツ の 生活 に な じ め ず , 可 
れ て いく 人 や も ある と いう が 
それ に し て ゃ も , この よう な 
集団 生活 の 力 が , か つて 英 
人 技術 者 さえ さじ を 投げ た 
と いう 荒野 を , 見 事 な 農 場 
に し 得 た の で あろ う . 堪 村 
と は いえ , 木工 場 も あれ ば 


簡単 な 農機 具 の 工場 も ある . 


キ プ ツ は , 80 世 帯 で らい の 
小さ な も の か ら 1,000 世帯 
ぐ で らい を 持つ 大 き な も の ま 
で ある . ③ は キ プ ブツ の 保育 
所 . 写真 は いずれ も キ プ ブツ, 
ギバ ト ・ プ レネ ル の ゃ も の. 


7 な の 
ma 


子供 の 村 と 対照 的 な の は 老 
人 ホー ム で ある . 生活 に ハ 
ン デ ィ キ ャ ッ プ を 持つ 帰国 
者 の た め の マ ル ベ ン と 呼ば 
れる 社会 事業 団体 が 作っ て 


いる ゃ ので, 働け な い 老 航 
者 を 収容 する . ゃ ちろ ん 無 
料 で , ここ ゃ 老人 た ち だ け 
の 自主 的 な 運営 に 任 さ れ て 
いる . 絵筆 に 親しむ 老人 ⑤ 
や 刺繍 を 楽し む 老 婆 ⑥ は い 
ずれ ゃ 老い て か ら 帰 国 し た 
人 た ち で ある . ここ で や も ヒ 
プ ブル 語 が 教授 され ⑦, 各種 
の 内 職 を する 人 も サロ ン 


に 集 る 人 ⑨ も ゃ 表情 は 明る い . 


キ プ ツ の 子供 た ち ① は , 満 
12 歳 か ら 18 歳 ま で , キ プ 
ツン に 附設 し て ある 子供 の 村 
へ 入っ て 寝食 を 共に し , 学 
校 つ へ も ここ か ら 通 う . 自 
治 的 な 共同 生活 の 訓練 を こ 
ご て で 受け て , 苗 作 り ④ ゃ も す 
れ ば , 農耕 に ゃ 従事 する ②. 
牛乳 運搬 は 子供 の 村 の 分 担 
と いう よう に その 作業 が き 
め あら れ て いる . 子供 の 村 は 
子供 た ちの 自治 に よっ て 運 
営 さ れる の で ある が , その 
指導 や 補助 と し て キ プ ツ を 
運営 し て いる 委員 の な か か 
ら 一 人 が ここ に 派遣 され る . 


イス ラ エ ル の 農村 を 見 る と 
きる , 見 逃す こと の で き な い 
の は , 人 口 に お いて 10% を 
占め ある アラ ブ 人 の 作っ て い 
る 村 ②⑥ で ある . アラ ブ 人 
の な か で も , 村 を 形づくら 
ず 放 浪 し て 歩く ベ ド ウィ ン 
の キャ ンプ ① で は , 相 変 ら 
ず ラ クダ を 使っ た 原始 的 な 
農耕 を 行っ て いる . ベ ド 
ウィ ン の 概数 は 14 万 人 と い 
れ , その 生活 の 程度 は 低 
い . 新しい 共和 国 は アラ ブ 
人 に 対し , 教育 , 社会 福 補 , 
技術 指導 な どの 各 面 に お い 
て 相当 な 努力 を 払っ て いる 
⑧⑤. し か し アラ プ ブ 人 の な 
か に は , まだ 充分 に この 国 
に 対し て な じ め あな い ゃ の が 
いる よう だ . 紛争 の さなか 
に 国外 に 逃れ 出 た 約 80 万 
に の ぼる アラ プ 人 は いま な 
お 多く テン ト 生 活 キ し て い 
て , 国際 的 な 大 き な 未 解決 


な 問題 と し て 残さ れ て いる . 


名 
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製糸 , 
タバ パコ ③, 薬品 類 
, いずれ も ゃ 国内 需要 を 
す だ け で な く 輸 出 も $ さ 
れる . 類 作 物 の うち , 亜麻 


51 52 53 年 


この 国 の 特産 で 
) も 近代 的 設備 を 


① 
の 外 [( 


) ゃ 最近 加工 され は じ め た -. 
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も っ て いる . 相 橘 類 に 次 で 
ゃ の は ダイ ヤ モ ン ド の 研磨 
工業 で , 世界 的 に ゃ 著名 で 


(単位 : 100 万 イス メラ ェ ル ポン ド ) 
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セメント 工業 も な か な か さ 建国 以来 , この 国 は 鉱業 に 
か ん で , その 生産 高 も 1948 も ゃ カ を そそ いで き て いる が 
年 に 16 万 トン , 52 年 に 45 万 鉱物 資源 と し て の 死海 の 水 
トン と 約 3 倍 に は ね 上 っ て は 貴重 な も の で , これ に は 
いる . ⑤ は 建設 中 の セ メ ン 塩化 カリ 20 億 トン , 臭 化 マ 
ト エ 場 . この 国 の 大 工場 に グ ネ シウム 10 億 トン , 者 
は ほとん ど 外 資 が 入り , ハ 110 億 トン , 塩化 マグ ネン シ 
イフ ァ の カイ ザー 自動 車 の ウム 220 億 トン , 塩化 カル 
組立 工場 6) で で きる 車 は 輸 シウム 60 億 トン が , 秘め ら 
出 も され る . ⑦ は 製紙 工場 , れ て いる と 推定 され て いる . 
製紙 も この 国 の 主要 な 工業 . ① は 死海 沿 療 の シド ム に 作 
この 外 , 義歯 , 鉛筆 な ど が られ た 塩化 カリ エエ 場 . この 
作ら れ 欧 州 へ 出さ れる . こ 外 , 主として ネ ゲ プ に は 銅 
れ ら の 工場 で 働く 労働 者 ③ 60~100 万 トン , 鉄 20 万 ト 
④ の 数 ゃ 工業 の 発達 に 伴い ン が 埋蔵 され , 100 万 トン 
1948 年 の 6 万 か ら 52 年 の 13 の ガラ ス 用 の 砂 が 保有 され 
万 と 増加 し , 全 就 業者 の 23 る と 考え られ て いる . 石油 
% を 占め る . 労働 組合 は よ ゃ 全土 の 4 の 地域 に 有望 と 
く 発達 し て いて , その ほ と いれ , 石油 法 が 作ら れ て 
ん ど が 労働 組合 に 入っ て お 外資 を 求め る いっ ぽう 試掘 


り 全 国 的 に 統一 され て いる . が さか ん に 行 あ れ て いる ③②. 


新規 投資 額 
(単位 : 100 万 f ス ラ ェ ルポ ンド ) 


工業 用 電力 消費 量 
(単位 :100 万 kw/h ) 
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総 輸出 客 
(単位 :100 万 イス ラ ェ ルポ ンド ) 


ご 人 OO で る る る ぐ 9: 
SQ る @ 人 る 人 や 人 る や で: 


交通 の うち 最も 重要 な 部 分 
を 占め て いる の は 自動 車 に 
よる も の で ある . し た が っ 
て 国内 の 主要 道路 は 殆 ん ど 
が 鐘 装 され , 大 型 バ ス が 縦 
横 に 走っ て いる . 道路 の 延 
長 距離 も 1948 年 に 1.884km 
で あっ た ゃ も の が , 52 年 に は 
2,200km に 延び , 新しい 道 
路 の 完成 は , この 国 の 産業 
の 開発 に 大 きく 役だっ て い 
る . これ に 反し , 電車 は ど 
こ に ゃ な く , 鉄道 も ご く 主 
要 な 地点 し か 結ん で いな い . 
鉄道 は 客車 の 等 級 が な く て 
誰 で も 同じ 車 に の る . 1953 
年 に 完成 し た ハイ ファ , テ 
ル ・ ア ヴィ ヴ 間 の 新 線 に は 
新鋭 の ディ ー ゼ ルカ ー が 走 
っ て いる . 航空 路 も 国内 線 
は あま り 発 達し て いな い が 
アジ ア , ヨー ロッ パ , アフ 
リカ を 結ぶ 要 地 な の で , 国 
外線 は , よく 発達 し て いる . 
海運 も 建国 当時 の 船 角 保 有 
量 5.000 ト ン が 53 年 に は 20 
万 トン 近く に も な っ て いる . 
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主要 輸出 品 (1953 年 ) 
( 全 輸 出 額 の 1% 以 上 の も の ) 


この 国 の 国家 予算 の 歳入 面 
は 309% 以 上 も 見 返り 資金 に 
依存 し て いる の で , ぜひ と 
ゃ 外国 貿易 の 振興 を は か り 
た いと ころ だ ろう が , 1953 
年 の 結果 は 入 超 で 同年 の 輸 
入 総額 約 1 億 イス ラ エ ルポ ボ 
ンド に 対し 輸出 額 は 2,000 
万 イス ラ エ ルポ ンド 程度 で 
約 8.000 万 イス ラ エ ル ボ ン 
ド が 赤字 に な っ て いる . し 
か し 国 を あげ て 開発 に 努 カ 
し , 年 々 輸出 額 は 増加 し て 
輸入 額 は 友 対 に 減少 し て い 
る の で , 入 超 額 は 1953 年 に 
は 52 年 の 15 % 減 , 51 年 の 
33% 減 と な っ て いる . し か 
ゃ も , 総 輸出 額 の うち 工業 製 
品 の 占め る 割合 も , 49 年 に 
419, 51 年 に 64 % と 増加 し 
明る い 見 透 し を 与え て いる . 
これ ら の 輸出 は , イス ラ エ 
ル の 唯一 の 近代 的 港 で ある 
ハイ ファ か ら , トル コ , フ 
ィ ン ラ ンド , イギリス , ア 
メリ カ な どの 国 を 主要 相手 
国 と し て 積み 出さ れ て いく 


カー 


この 国 の 相 橘 類 の 中 


た 


夜 は 


つう 発展 の 基礎 を きず い 


カ の 街 . 周 
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あり , 
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ずれ も ペタ 
間 50 万 箱 を 収穫 する 3,.000 エ ー 
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ロス チャ 
は 初期 の キ プ ブツ の 生活 


た 
た 小 公園 ③ や , 開拓 者 
ユダ ヤ 教 の 会 
言 が 多く 残さ れ て い 


済 的 援助 を し 
7 だ 


カ ( 


経 
E 物 や 物 
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・ テ ィ 


は じ め て 建て 
ペタ 


の 町 の 発展 / 
イル ドド 男爵 を 記念 し 


た 


こち が 
の 


KNH AG 綻 到 
ャ KNHS 昼 名 7 邊 利き 2 トト 生計 私 
ざっ う 『 8 折っ 脆 釣 多 正 O 足 全 る ン っ ? 
つ 償 つり GG 四 と せる 職 豆 旧 陵 や 
縮 世 つい 慰 GSYQG 提 民生 人 中 
ミ ・ ト や で や (て ロ 衣 風 十 全 慌 ) 至 H ミ 
ま ゝ 3( く ロ 座 十 且 羽 )* く で NN ト (マロ 中 
十 国 NR) Y K・ ト で (て ロ 中旬 R) と へ 
っ づつ 全 穴 うり トミ ・ ト や で 人 ト っ 下 
り 和 8 征 Xe リーmー へ で ユ い 守 粘 思 め や < 
癌 旬 載 民 ・H ミネ ささ つ 可 人 好 紀 


つて で? 8 ん く て トト 叶 換 豆 / ・ 
で 不 叶 肝 持 ^ 塵 日 漂 乏 革 つ J 湊 缶 つ Q 
紅 人 下さ ろう で 8 う 和 本 っ の SI で 
父 代 8 征 史 2 人 0 りり G 囲 で 最 羽 
所 つ りう の うぷ tn 5 くさ ウタ て 入 ・ 
ト で 8 2 の PJ の SKINH S 操 如 堆 困 
居 誠 ② で 互 や ^ JS 豆 G 剛 GS だ 7 
や GR KSK 下 で 箇 思 釣人 Q で つり 
っ が 5 本 計 表 人 。 | KK 二 り 年 で で 
忠 忌 GrN 色 条 つ りり じ 販 採 本 で セ 
あぶ 層 択 最 提 り "で KNHS 製 囲 で 東 記 
押上 約 つ で 先 り だ 定 充 すり PASDG? 
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40 年 の 歴史 し か な い 近 
代 都 市 テル ・ ア ヴィ ヴ 


旧約 聖書 の ヨナ の 物語 で 名 
高い ヨッ パ の 港町 の 北方 に 
新しく 建て られ た テル ・ ア 
ヴィ ヴ は , 近く 々 40 年 の うち 
に この 国 最大 の 近代 都市 と 
な っ た . 第 一 次 大 戦後 の 帰 


国 者 に よっ て 作ら れ た 街 で 
美しい 曲線 と 直線 で 形作ら 

れ て いる ① 増加 する 8 
市 民 の た め に アパ ー ト が ど 6 ワ pea 
ん どん 建て られ ④, 住宅 地 | 
は 北 へ の びている ⑨⑧. ⑥ は ー ご 遇 
市 の 中 心地 に 当る ロス チャ 5 
イル ド ビ ル の 附近 . テル ・ 

アヴィ ヴ に は 花屋 , 玩具 屋 , 

本 屋 が 目だっ て お お く 旅 行 

者 が びっ くり する ぐら い だ . 


外国 人 が 奇異 に 思う の は 人 金 
曜日 の 日 没 か いら は じ ま る 安 
息 日 で ある . 昔ながら の 服 
装 を し た ラビ (ユダ ヤ 教 の 
教師 ) が 馬車 に の っ て 安息 
日 の きた こと を 告げ る と ⑤ 


街 は , 急 に ひっ そり と する . 


これ か ら 土 曜日 の 日 没 ま で 
商店 ゃ 閉じ , 映画 館 ゃ 休み 
に な っ て 人 々 は くつ ろ ぐ の ⑦ 
⑧⑨. この 日 に は イー スト 
の 入っ て いな い 種 な し の パ 
ン ③ ま 食 べ る の が 習慣 で あ 
る . イス ラ エ ル の 市 民 は 花 
を 好み テル ・ ア ヴィ ヴ の 近 
郊 で 作ら れる 花 ⑥ は 遠く バ 


リ に ま て 輸出 され る と いう . 


イス ラ エ ル の 市 民 の 女 化 生 
活 の 程度 を 示す ー つ と し て 
教育 機関 まあ あげ る こと が で 
きる . ① は エル サレ ム に あ 
る ハイ スク ー ル , ② は この 
国 唯一 の 練 合 大 学 で ある ヒ 
プル 大 学 の 教室 . 学生 が 多 
く , 立っ て いる も の も いる . 
エル サレ ム に ある この 大 学 
は , 夫婦 の 学生 の た め の ア 
パー ト ④ や ゃ も ある 外 , 欧米 の 
大 学 に 劣ら な い 施 設 を 持っ 
て いる . この 外 に イス ラ エ 
ル に は 三 つ の 単科 大 学 が あ 
り 教育 に は カ を 注い で いる . 
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今日 も また 新しい 骨 
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